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管
内
御
寺
院
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
四
衆
接
化
の
こ
と
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
宗
務
所
行

政
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
二
月
任
期
満
了
に

伴
う
宗
務
所
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
有
道
会
・
總
和
会
会
派
の
ご
推

薦
を
賜
り
、
ま
た
管
内
有
権
者
の
ご

賛
同
を
頂
き
、
無
投
票
当
選
に
て
宗

務
所
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、

有
能
な
職
員
と
共
に
誠
心
誠
意
宗
務

行
政
に
勤
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

又
、
今
期
も
本
覺
寺
様
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
引
き
続
き
本
覺
寺
会
館
を

宗
務
所
と
し
て
貸
与
し
て
頂
き
ま
し

た
。
本
覺
寺
御
住
職
守
長
尚
文
老
師

に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、
御
老

師
の
法
身
堅
固
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

石
澤
前
所
長
始
め
、
前
役
職
員
老

師
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有

の
疫
病
下
に
て
、
平
常
な
宗
務
行
政

が
ま
ま
な
ら
ず
、
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
四
年

間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
心
よ
り

御
慰
労
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
今
年
五
月
八
日
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
二

類
よ
り
五
類
に
移
行
さ
れ
、
世
界
保

健
機
構
の
発
表
に
よ
る
と
、
全
世
界

で
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
務
所
事
業

等
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
少
し
ず
つ
戻
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
現

職
研
修
会
・
特
派
布
教
会
・
人
権
擁

護
推
進
委
員
会
研
修
会
等
を
再
開
し
、

梅
花
流
特
派
講
習
会
は
、
午
後
か
ら

の
半
日
の
み
の
講
習
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

又
、
人
権
移
動
研
修
と
檀
信
徒
研

修
旅
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
併
せ
て

開
催
す
る
予
定
で
、
こ
れ
は
、
初
め

て
の
試
み
に
な
り
ま
す
が
、
本
庁
よ

り
通
知
の
通
り
、
人
権
研
修
に
つ
い

て
僧
侶
だ
け
で
な
く
宗
務
所
管
内
の

寺
族
や
檀
信
徒
等
幅
広
く
周
知
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
出
来
る

よ
う
に
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
よ
り
、
大
本
山
總
持

寺
大
遠
忌
局
か
ら
の
依
頼
で
、「
曹
洞

宗
大
本
山
總
持
寺
・
總
持
寺
祖
院
所

蔵
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開

所
長
　宗
賢
院
住
職　

瀬

　戸

　良

　光

所
長
就
任
の
挨
拶

新教区長紹介（任期：令和５年６月11日～令和９年６月10日）

第９教区長
宮﨑 哲朗

第１教区長
菊地 茂雄

第２教区長
稲垣 良正

第４教区長
内野 慎吾

第５教区長
岩波 弘道

第７教区長
小泉 文勝

第８教区長
中村 正法

第10教区長
福井 勝年

第６教区長
桑山 信隆

第３教区長
山中 聡英
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事
業
」
へ
の
協
力
を
さ
せ
て
頂
く
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
現
在
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
移
行
し
た
と

は
い
え
、
終
息
し
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
九
波
・
十
波
と
波
が
来

れ
ば
事
業
の
延
期
又
は
中
止
の
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な

り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
今
秋
よ
り
、
大
本
山
總
持
寺

御
開
山
瑩
山
禅
師
七
〇
〇
回
大
遠
忌

予
修
法
要
、
来
年
春
よ
り
本
法
要
・

慶
賛
法
要
と
続
き
ま
す
。
管
内
各
寺

院
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も
集
来
寺
院

と
し
て
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
管
内
諸
老
師
、
御

寺
族
様
の
ご
健
勝
と
山
門
の
ご
隆
昌

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

合　

掌 

　

宗
務
所
管
内
の
ご
寺
院
諸
老
師
、

ご
寺
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
清
祥
に
て
ご
活
躍
の
事
と
拝
察

　

初
秋
の
候
、
管
内
諸
大
宗
師
を
は

じ
め
ご
寺
族
様
、
そ
し
て
檀
信
徒
の

皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
愈
々

御
清
祥
の
こ
と
と
欣
幸
に
存
じ
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
神
奈
川
県
第
二
宗
務
所
様
は

新
た
な
ス
タ
ッ
フ
を
整
え
て
瀬
戸
新

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
宗
務
所
を
お
預
か
り
し
て
の

日
々
を
顧
み
ま
す
と
、
初
年
度
は
書

記
一
名
を
除
き
全
員
が
新
人
で
当
初

は
何
事
も
手
探
り
の
状
況
が
続
き
ま

し
た
が
、
皆
一
生
懸
命
力
を
合
わ
せ

計
画
し
て
い
た
全
て
の
行
事
を
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二
年
目

を
迎
え
、
今
年
も
新
た
な
気
持
ち
で

宗
務
所
行
政
を
勤
め
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
コ
ロ
ナ
禍

宗
務
所
長
新
体
制
が
動
き
出
さ
れ
、

宗
務
所
行
政
に
篤
心
の
ご
高
配
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
儀
、
昨
年
の
十
月
よ
り
曹
洞
宗

宗
議
会
議
員
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
何
分
未
経
験
の
事

ば
か
り
に
て
、
ま
た
浅
学
菲
才
勉
強

途
上
の
身
で
あ
り
ま
す
故
、
ど
こ
ま

で
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来

る
の
か
暗
中
模
索
の
心
境
で
あ
り
ま

す
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
管
内
皆
様
の
ご
法
愛
、

御
叱
責
の
も
と
道
心
を
奮
い
起
こ
し
、

一
仏
両
祖
様
の
御
教
え
と
祖
道
の
恢

弘
に
微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
い
た

と
な
り
、
結
局
二
年
目
三
年
目
と
全

て
の
行
事
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
最
終
年
度
は
ど
う
に
か

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
行
事
を
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
致
し
方

の
な
い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
会
で
育
ま
れ
た
旧
友
を
温

め
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
大
変
残
念

な
事
で
し
た
。
お
互
い
の
顔
を
見
て

笑
顔
で
気
兼
ね
な
く
会
話
し
、
共
に

学
べ
た
事
が
い
か
に
貴
重
で
楽
し
い

時
間
で
あ
っ
た
か
身
に
染
み
る
よ
う

な
四
年
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
内
の
ご
寺
院
ご
寺
族
の

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

だ
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

　

い
ま
日
本
国
内
、
そ
し
て
世
界
中

で
は
平
和
、
暮
ら
し
、
人
々
の
尊
厳

や
基
本
的
な
生
存
権
を
も
脅
か
す
よ

う
な
危
機
的
な
状
況
が
大
き
く
拡

が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に

令
和
二
年
突
如
と
し
て
蔓
延
し
た
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
日

本
の
大
切
な
文
化
で
も
あ
る
仏
事
の

簡
素
化
が
顕
著
に
な
り
、
寺
院
の
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
世
の
中
が
不
安
な
時
こ
そ
仏

さ
ま
の
智
慧
を
指
針
と
し
た
日
常
生

活
を
丁
寧
に
勤
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
神
奈
川
県
内
御
寺
院
様
の

現
状
を
把
握
し
、
皆
様
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
、
宗
門
へ
伝
え
又
今
現
在
の

宗
門
の
実
情
を
し
っ
か
り
と
皆
様
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第

ま
し
た
事
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

何
も
わ
か
ら
な
い
私
を
支
え
て
下

さ
り
、
共
に
四
年
間
勤
め
て
参
り
ま

し
た
宗
務
所
所
員
の
皆
さ
ま
に
は
言

葉
に
尽
く
せ
ぬ
ご
助
力
ご
加
担
を
頂

き
ま
し
た
事
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
瀬
戸
所

長
は
じ
め
、
役
職
員
の
皆
さ
ま
に
は

ど
う
か
、
ご
法
体
ご
自
愛
頂
き
な
が

ら
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
事
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

合　

掌

一
義
と
し
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

を
宗
門
に
反
映
で
き
ま
す
よ
う
鋭
意

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
お
り

ま
す
。

　

御
高
承
の
と
お
り
令
和
六
年
は
大

本
山
總
持
寺
御
開
山
太
祖
瑩
山
紹
瑾

禅
師
七
百
回
大
遠
忌
ご
正
当
を
迎
え
、

本
年
よ
り
国
内
九
管
区
及
び
国
外
四

つ
の
国
際
布
教
総
監
部
管
内
に
お
い

て
予
修
法
要
が
奉
修
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
御
寺
院
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
こ
の
報
恩
行
で
あ
り
ま
す
大
遠
忌

に
是
非
と
も
御
加
担
御
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
寺
門
興
隆
、
御
山
内

皆
々
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

前
所
長
　龍
昌
院
住
職　

石

　澤

　昭

　信

退
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

宗
議
会
議
員
　岩
泉
寺
住
職　

片

　岡

　修

　一
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謹
啓　

管
内
御
寺
院
御
尊
董
並
び

に
御
寺
族
及
び
檀
信
徒
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
清
祥
の
事
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
五
月
よ
り
新
型

感
染
症
も
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
て
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

宗
務
所
内
の
様
々
な
行
事
も
再
開

さ
れ
、
皆
様
と
お
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
も
増
え
生
活
も
元
通
り
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
六
月
末
よ
り
第
九

派
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
、
油
断
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
し
ず
つ
生
活
が
戻
り
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
言
わ
れ
る
状
況

や
環
境
の
変
化
に
も
対
応
す
べ
く
お

過
ご
し
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
は
曹
洞
宗
宗
務

庁
主
催
の
大
本
山
總
持
寺
御
開
山
太

祖
瑩
山
禅
師
七
〇
〇
回
大
遠
忌
の
予

修
法
要
及
び
慶
讃
法
要
が
始
ま
り
令

和
六
年
四
月
か
ら
は
本
法
要
が
厳
修

さ
れ
ま
す
。
こ
の
五
十
年
に
一
度
の

法
縁
に
感
謝
す
る
と
共
に
一
佛
両
祖

の
教
え
を
後
の
者
に
伝
え
て
い
く「
相

承
」
が
大
切
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
宗
門
だ
け
で
は
な
く
、
各
御

寺
院
の
伝
統
・
法
燈
を
後
に
伝
え
て

行
く
こ
と
が
、
我
が
宗
門
の
役
目
で

あ
り
そ
れ
と
同
時
に
布
教
教
化
の
在

り
方
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

宗
務
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
各

御
寺
院
並
び
に
檀
信
徒
の
皆
様
の「
安

心
・
安
全
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
努

力
し
て
お
り
ま
す
が
、
形
あ
る
物
は

時
至
り
て
壊
破
す
る
と
申
し
ま
す
様

に
、
宗
門
内
で
は
、
檀
信
徒
会
館
及

び
宗
務
庁
機
能
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
議
論
も
あ
り
、様
々
な
方
々

か
ら
御
助
言
も
賜
り
な
が
ら
、
方
針

を
明
確
に
す
る
べ
き
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
お
り
ま
す
。
本
員
も
専
門
部

会
に
選
任
さ
れ
様
々
な
ご
意
見
を
踏

襲
し
、
同
じ
轍
は
踏
ま
な
い
様
に
宗

門
の
健
全
た
る
運
営
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
皆
様
方
の
ご
教
導
ご
支
援
の

ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管
内
御
寺
院
の
山
門
の
興
隆
と
山
内

皆
様
の
法
体
堅
固
を
祈
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

謹
白

宗
議
会
議
員
　宗
三
寺
住
職　

服

　部

　直

　哉

新
年
度
の
ご
挨
拶

宗務所役職員紹介

所　　長
宗賢院

瀬戸 良光

梅花主事
修廣寺

菅原 敦生

副　所　長
報恩寺

加藤 良隆

人権擁護推進主事
宗興寺

中野 琢哉

教化主事
梅宗寺

舘盛 寛行

書　　記
宝蔵寺

金子 大晃

庶務主事
法雲寺

香渡 規玄

書　　記
徳善寺

尾﨑 詞立

書　　記
以津院

村木 龍佑



所 の た よ り令和５年９月 第 35 号　（4）

月

4 11 梅花講長会 1 人権三者協議会（本庁）

18 詠範会総会（本覺寺） 10～16 大本山總持寺　授戒会(中止)

21 宗務所　寺族会総会・研修会(中止) 23～29 大本山永平寺　授戒会

5 梅花流全国奉詠大会（中止） 16 婦人会総会（宗務所）(中止) 18～19 管区　布教師養成基礎講座①

23 保護司連合会神二支部　総会

布教教化研究会（中止）

26 宗務所　会計監査会

6 2 人権擁護推進委員会研修会 9～10 第１回　決算納入所会 1～2 管区　人権研修会（当番：神奈川県第2）(中止)

6 第1回梅花流師範詠範研修会（本覺寺） 16 大本山總持寺主催

20～24 梅花流特派講習会 　　曹洞宗被差別戒名物故者法要

27 梅花流宗務所検定会 曹洞宗婦人会関東管区研修会（中止）

梅花流檀信徒講習会（中止） 26 神奈川県同宗連　総会（川崎大師）

7 7月11～20日まで7月盆休務 19 管区　ほほえみ仏教教室①

7月21～28日再開

8 8月1日～15日まで8月盆休務 29 第１回教区長会議(書面にて）

18 宗務所　再開

25 現職研修会(中止)

9 1 宗務所　特派布教会（中止） 12 梅花講長会 1～2 寺族中央集会（宗務庁）(中止)

20～23 秋彼岸会休務 7～8 全国人権主事研修会（場所：本庁）

8 婦人会絵本を作る(宗務所会議室)

16 大本山永平寺主催

　　曹洞宗被差別戒名物故者法要（内献）

23～29 大本山永平寺　御征忌

10 第４教区特派布教会（中止） 24～25 人権移動研修会（奈良県水平社博物館） 3 管区　教化活動企画委員会

17 第２回梅花流師範詠範研修会（本覺寺） 31 寺族会　日帰り研修　豊川稲荷東京別院 12～15 大本山總持寺　御征忌

18 管区　ほほえみ仏教教室②

27～29 大本山永平寺東京別院　御征忌(中止)

27 管区　教化活動推進委員会

11 4 第４８回梅花流管内奉詠大会 28 第２回教区長会議 10 管区　教化指導者研修会

(開講諷経、鶴見大学記念ホール) 14～15 寺族中央集会（宗務庁） （中止）

8～10 檀信徒研修旅行（鹿児島）

28 福寿会住職勤続表彰

12 19 宗務所　後期締め日 5 臨時所会 1～8 臘八摂心

（12月22日より1月11日まで冬季休務） 20～21 管区　布教師養成基礎講座②

14～15 全国所長会

1 11 大本山總持寺年賀拝登 未定 寺族関係団体連絡会（中止） 15 荊冠旗開き

12 宗務所再開 27 部落問題を考えるかながわ県民後援会

2 13 第３回　梅花流師範詠範研修会 20 青年同志会祝賀会 未定 寺族代表者研修（中止）

未定 寺族会研修会（中止） 2 管区　教化活動企画委員会

14 人権センター講演会

15 管区　教化活動推進委員会

3 18～21 春彼岸会休務 13 布教教化研究会 2 管区　禅をきく会

27 第2回　予算所会 5～6 全国所長会

6～7 実務担当者会議

15～16 全国人権主事研修会

16～17 管区　布教講習会

31 教化活動推進委員会

令和４年度　神奈川県第二宗務所　事業報告

（自：令和４年４月１日～至：令和５年３月３１日）

事　業 所会、委員会等 その他



所 の た よ り（5）　第 35 号 令和５年９月

総収入 51,483,545 円

総支出 51,483,545 円

差引額 0 円
　自令和4年04月01日
　至令和5年03月31日

収入の部 （単位：円）
款 項 令和4年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 決算額 　決算－予算
１宗務所費 １　宗務所費 37,950,280 37,617,700 △ 332,580 管内寺院宗費賦課金合計額の20％

２手数料 １　手数料 2,000,000 1,873,270 △ 126,730 宗務所手数料ほか

３補助金 １　補助金 300,000 316,256 16,256 宗務庁補助金

４雑収入 １　雑収入 1,400,000 2,591,610 1,191,610 会費、広告費、添菜、利子、他

１　事務費 0 0 0 大遠忌事務費として大本山総持寺大遠忌局より

５預り金入金 １　預り金入金 0 1,458,160 1,458,160 本庁→教区補助・ほか　宗務所経由の支出先が明確であるもの

６繰越金 １　繰越金 7,000,000 7,626,549 626,549 前年度より繰越

48,650,280 51,483,545 2,833,265

支出の部
款 項 令和4年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 決算額 　決算－予算
１会議費 3,946,000 4,364,031 418,031

１　宗務所会議費 1,500,000 1,854,305 354,305 宗務所会議費

２　諸委員会費 0 0 0 梅花全国大会旅費（R4は梅花全国大会は中止）

３　所会旅費 1,060,000 1,000,000 △ 60,000 所会議員（１０万）・参与旅費（３万）

４　会議雑費 100,000 739,726 639,726 役職員会議、諸団体連絡会議等

５　負担金 1,286,000 770,000 △ 516,000 関東管区、管区布教師協議会、全国宗務所長会

２事業費 13,950,000 10,602,663 △ 3,347,337
１　現職徒弟研修費 1,500,000 225,911 △ 1,274,089 現職研修（R4はホテル会議室取消料）

２　所梅花講補助費 1,500,000 1,500,000 0 所梅花講補助金

３　檀信徒研修費 3,000,000 2,314,164 △ 685,836 檀信徒研修宗務所負担金、役職員旅費、諸雑費

４　助成費 1,800,000 1,750,000 △ 50,000 寺族会・保護司会・婦人会（各30万）青年同志会（50万）

教区寺族会（＠２０００×寺院数）

５　教化活動費 1,500,000 201,000 △ 1,299,000 教化研修費、布教教化委員会、特派布教会R4は中止

６　人権研修費 3,300,000 3,106,880 △ 193,120 移動研修、人権委員会研修会など

７　褒賞費 900,000 1,225,528 325,528 福寿会、住職勤続表彰他

８　所の便り発行費 450,000 279,180 △ 170,820 所の便り発行費

３事務費 23,204,080 22,320,788 △ 883,292
１　役員報酬 2,600,000 2,600,000 0 所長、副所長（月１０万×２人×１２か月）12月新旧分

２　職員報酬 9,880,000 9,880,000 0

３　事務研修費 700,000 700,073 73 役職員事務研修等

４　実費弁償 150,000 40,400 △ 109,600 実務担当者会議、移動費他

５　旅費 1,080,000 1,080,000 0 通勤手当月1万円×12か月×9名

６　通信費 700,000 454,277 △ 245,723 切手、郵送費、振込料

７　所費徴収費 3,794,080 3,760,810 △ 33,270 宗務所費×10％　宗費完納返礼各教区　R4は減免なし

８　消耗品費 400,000 186,904 △ 213,096 事務消耗品

９　備品費 1,000,000 1,077,777 77,777 　R4 12月よりPC5台、セキュリティルータリース保守契約

１０印刷費 400,000 261,316 △ 138,684 封筒印刷代

１１事務所費 1,200,000 1,200,000 0 宗務所借用料

１２電話・光熱費 600,000 546,858 △ 53,142 電話、電気、ガス、水道、清掃費

１３雑費 300,000 301,793 1,793 振込手数料、産廃処分、手土産代他

１４福利厚生費 400,000 230,580 △ 169,420 業務災害総合保険　施設賠償責任保険　等

４慶弔費 900,000 740,056 △ 159,944
１　慶弔費 800,000 640,056 △ 159,944 祝賀、香資、生花

２　旅費 100,000 100,000 0 役職員慶弔旅費

５予備費 6,650,200 5,000,000 △ 1,650,200
１　予備費 1,000,000 0 △ 1,000,000
２　臨時予備費 5,650,200 5,000,000 △ 650,200

６仮払金 １　預り金出金 0 1,458,160 預り金入金の為の科目

0 6,997,847 △ 6,997,847 次年度へ繰越

48,650,280 51,483,545 2,833,265

臨時予備金 １　臨時予備金 56,000,000 61,000,000 5,000,000 臨時予備費より5,000,000円（繰入R5・3月末）

 　　令和4年度曹洞宗神奈川県第二宗務所収支決算報告書

収　入　合　計

職員　主事（月１０万×４人）　書記（月１２万×３人）各12
か月　※12月新旧交代主事4人書記3名分

繰越金
支　出　合　計

令和5年6月15日 曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光



所 の た よ り令和５年９月 第 35 号　（6）

梅　　　花

収入決算額 3,914,095 円

支出決算額 3,914,095 円

差引額 0 円

　自令和4年04月01日
　至令和5年03月31日

収入の部 （単位：円）

款 項  令和4年度  令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 決算額 決算－予算

１会費 １会費 1,450,000 755,000 △ 695,000 管内大会費　　520,000円

検定会費　　　147,000円

特別研修会費　  88,000円
　

２助成金 1助成金 1,500,000 1,500,000 0 宗務所一般会計より

３雑収入 1雑収入 110,000 718,557 608,557 宗務庁補助金、管内大会賛助金、添菜等

４繰越金 1繰越金 900,000 940,538 40,538

3,960,000 3,914,095 △ 45,905

支出の部

款 項  令和4年度  令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 決算額 決算－予算

１事業費 3,610,000 3,276,974 △ 333,026

1管内大会費 1,600,000 1,494,150 △ 105,850 鶴見大学記念ホールにて開催、会場費、記念大会積立金50万

2検定会費 400,000 390,400 △ 9,600 検定会講師謝礼、会場献香料他

3研修会費 400,000 300,000 △ 100,000 詠範会助成金３０万　講師研修費１０万

4特別研修会費 360,000 391,874 31,874 師範詠範講習会（年3回）謝礼、会場費等

5特派師範講習費 650,000 500,550 △ 149,450 各教区会場費+特派師範宿泊代・飲食費・交通費×2名分

6管内師範養成費 200,000 200,000 0 師範特別養成強化費として師範会へ助成

7講習会費 0 0 0 檀信徒講習会等（R４は檀信徒講習会は中止）

２会議費 30,000 26,767 △ 3,233

1会議費 30,000 26,767 △ 3,233 所講役員会、講長会会議費

３雑費 200,000 214,892 14,892

1雑費 200,000 214,892 14,892 特派師範宗務所会場主前日打合せ懇親会等

４予備費 120,000 0 △ 120,000

1予備費 120,000 0 △ 120,000

0 395,462 395,462 次年度へ繰越

3,960,000 3,914,095 △ 45,905

管内大会特別会計

款 項  令和3年度 　令和4年度 令和4年度 付　　　　　　記

積立合計 　積立金 期末残高 　

１特別会計 1管内大会積立金 2,000,000 500,000 2,500,000 記念大会積立金として

　　曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光

令和4年度曹洞宗神奈川県第二宗務所梅花講収支決算報告書

収入合計

繰越金

支出合計

令和5年6月15日



所 の た よ り（7）　第 35 号 令和５年９月

月

4 3 第１回梅花流師範詠範研修会 6 梅花講長会 3 人権三者協議会（本庁）

17 詠範会総会（本覺寺） 10～16 大本山總持寺　授戒会

20 寺族会総会（本覺寺）　※研修会中止 23～29 大本山永平寺　授戒会

30 保護司連合会神二支部　総会

5 24～25 梅花流全国奉詠大会（東京） 15 婦人会総会・研修会（宗務所） 16 曹洞宗婦人会　評議員会

29 人権擁護推進委員会研修会 18 宗務所　会計監査会 17 曹洞宗婦人会　総会

（ホテル・ザ・ノット横浜） 22～23 布教師養成基礎講座①

28 神奈川県同宗連　総会

6 5 梅花流檀信徒講習会（中止） 15～16 第1回　決算納入所会 2 管区　瑩山禅師大遠忌予修法要

19 梅花流特派講習会（西有寺） 2 管区　宗門護持会管区集会

20 梅花流特派講習会（1、2、4、5教区） 16 大本山總持寺主催

21 梅花流特派講習会（3、8教区） 　　曹洞宗被差別戒名物故者法要

22 梅花流特派講習会（6、9教区） 16 管区　教化センター布教師会研修会

23 梅花流特派講習会（7、10教区） 管区　曹洞宗婦人会研修会

26 梅花流宗務所検定会（西有寺） 23 管区　教化指導員研修会

7 7月11日～19日まで7月盆休務 19 管区　ほほえみ仏教教室①

20 7月20日～31日再開

8 8月1日～15日まで8月盆休務 31 第１回教区長会議

17 宗務所　再開

28 現職研修会（レンブラントホテル厚木）

9 4 特派布教会（鶴見大学記念ホール） 11 梅花講長会 6 管区　教化活動企画委員会

26～27 寺族中央集会（宗務庁）

9月20日～23日　秋彼岸会休務 13～15 全国人権主事研修会

婦人会絵本を作る会

16 大本山永平寺主催

　　曹洞宗被差別戒名物故者法要

23～29 大本山永平寺　御征忌

27 管区　教化活動推進委員会

10 3 第４教区特派布教会 20 寺族会　日帰り研修会 12 管区　ほほえみ仏教教室②

16 第２回　梅花流師範詠範研修会 12～15 大本山總持寺　御征忌

25～26 人権移動研修・檀信徒研修旅行（宮城） 24～25 管区　布教講習会

27～29 大本山永平寺東京別院　御征忌

31～1 管区　人権研修会（千葉）

11 6 第49回梅花流管内奉詠大会 20 管区　教化センター布教協議会

(開講諷経、鶴見大学記念ホール)

12 4 福寿会・住職勤続表彰 4 第２回教区長会議 1～8 臘八摂心

11～12 布教師養成基礎講座②

18 宗務所　後期締め日 全国所長会臨時総会

12月21日～1月10日　冬季休務

1 11 大本山總持寺年賀拝登 寺族関係団体連絡会 30～31 管区　役職員研修会

11 宗務所再開

2 19 第３回　梅花流師範詠範研修会 布教教化研究会 1 管区　教化活動企画委員会

寺族会研修会 27 管区　教化活動推進委員会

管区　寺族代表者研修

3 3月17日～20日　春彼岸会休務 25 第2回  予算所会 未定 管区　禅をきく会

13～15 全国人権主事研修会（本庁）

全国所長会総会

実務担当者会議

神奈川人権センター研修会

令和５年度　神奈川県第二宗務所　事業計画

（自：令和５年４月１日～至：令和６年３月３１日）

事　業 所会、委員会等 その他

※ 新型コロナウイルス感染症等の流行状況により、上記の事業も中止になる場合があることをご理解いただきたいと思います。



所 の た よ り令和５年９月 第 35 号　（8）

総収入 50,210,840 円

総支出 50,210,840 円

差引額 0 円
　自令和5年04月01日
　至令和6年03月31日

収入の部 （単位：円）
款 項 令和5年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 予算額
１宗務所費 １　宗務所費 38,710,840 37,950,280 760,560 管内寺院宗費賦課金合計額の２０％

２手数料 １　手数料 2,000,000 2,000,000 0
３補助金 １　補助金 300,000 300,000 0 宗務庁補助金

４雑収入 １　雑収入 2,200,000 1,400,000 800,000 会費、広告費、添菜、利子、他

１　事務費 0 0 0 大遠忌事務費として大本山總持寺大遠忌局より

５預り金入金 １　預り金入金 0 0 0 本庁→教区補助・ほか　宗務所経由の支出先が明確であるもの

６繰越金 １　繰越金 7,000,000 7,000,000 0 前年度より繰越

50,210,840 48,650,280 1,560,560

支出の部
款 項 令和5年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 予算額
１会議費 5,146,000 3,946,000 1,200,000

１　宗務所会議費 1,500,000 1,500,000 0 宗務所会議費

２　諸委員会費 1,000,000 0 1,000,000 梅花全国大会旅費及び諸経費（R４は中止）

３　所会旅費 1,060,000 1,060,000 0 所会議員（１０万）・参与旅費（３万）

４　会議雑費 300,000 100,000 200,000 役職員会議、諸団体連絡会議等

５　負担金 1,286,000 1,286,000 0 管区負担金、管区布教師協議会、全国宗務所長会

２事業費 13,650,000 13,950,000 △ 300,000
１　現職徒弟研修費 1,500,000 1,500,000 0 現職研修（会場はホテル会議室にて）

２　所梅花講補助費 2,000,000 1,500,000 500,000
３　檀信徒研修費 1,500,000 3,000,000 △ 1,500,000 檀信徒研修宗務所負担金、役職員旅費、諸雑費

４　助成費 1,800,000 1,800,000 0 寺族会、保護司会、婦人会（各30万）

青年同志会（５０万）教区寺族会（＠2000×寺院数）

５　教化活動費 1,500,000 1,500,000 0 教化研修費、布教教化委員会、特派布教会R4は中止

６　人権研修費 4,000,000 3,300,000 700,000 移動研修、人権委員会研修会、人権補助金（１０教区分）

７　褒賞費 900,000 900,000 0 福寿会、住職30,40,50年表彰、他

８　所の便り発行費 450,000 450,000 0 所の便り発行費

３事務費 23,961,080 23,204,080 757,000
１　役員報酬 2,400,000 2,600,000 △ 200,000 所長、副所長（月10万×2人×12か月）

２　職員報酬 9,120,000 9,880,000 △ 760,000 職員 主事（月10万×4人)・書記（月12万×3人）各12か月　　　　　

３　事務研修費 700,000 700,000 0
４　実費弁償 150,000 150,000 0 実務担当者会議、移動費他

５　旅費 1,080,000 1,080,000 0 通勤手当月1万円×12か月×9名

６　通信費 700,000 700,000 0 切手、郵送費、振込料

７　所費徴収費 3,871,080 3,794,080 77,000 宗務所費×10％　宗費完納返礼各教区

８　消耗品費 400,000 400,000 0 事務消耗品

９　備品費 2,000,000 1,000,000 1,000,000 R5はPC４台、セキュリティルータリース契約等

１０印刷費 600,000 400,000 200,000 封筒印刷代、所住所録作成

１１事務所費 1,440,000 1,200,000 240,000 宗務所借用料（１２万×１２カ月）

１２電話・光熱費 800,000 600,000 200,000 電話、電気、ガス、水道、清掃費

１３雑費 300,000 300,000 0

１４福利厚生費 400,000 400,000 0 業務災害総合保険　施設賠償責任保険　等

小計 23,961,080 23,204,080
４慶弔費 900,000 900,000 0

１　慶弔費 800,000 800,000 0 祝賀、香資、生花

２　旅費 100,000 100,000 0 役職員慶弔旅費

５予備費 6,553,760 6,650,200 △ 96,440
１　予備費 1,000,000 1,000,000 0
２　臨時予備費 5,553,760 5,650,200 △ 96,440 　

６仮払金 １　預り金出金 0 0 0 預り金入金の為の科目

50,210,840 48,650,280 1,560,560

令和５年度 令和４年度 合計額
5,000,000 8,000,000 61,000,000  

　　　　令和5年度曹洞宗神奈川県第二宗務所収支予算（案）

収　入　合　計

支　出　合　計

令和5年3月27日 曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光

臨時予備金 １　臨時予備金

総収入 50,210,840 円

総支出 50,210,840 円

差引額 0 円
　自令和5年04月01日
　至令和6年03月31日

収入の部 （単位：円）
款 項 令和5年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 予算額
１宗務所費 １　宗務所費 38,710,840 37,950,280 760,560 管内寺院宗費賦課金合計額の２０％

２手数料 １　手数料 2,000,000 2,000,000 0
３補助金 １　補助金 300,000 300,000 0 宗務庁補助金

４雑収入 １　雑収入 2,200,000 1,400,000 800,000 会費、広告費、添菜、利子、他

１　事務費 0 0 0 大遠忌事務費として大本山總持寺大遠忌局より

５預り金入金 １　預り金入金 0 0 0 本庁→教区補助・ほか　宗務所経由の支出先が明確であるもの

６繰越金 １　繰越金 7,000,000 7,000,000 0 前年度より繰越

50,210,840 48,650,280 1,560,560

支出の部
款 項 令和5年度 令和4年度 増　減 付　　　　　　記

予算額 予算額
１会議費 5,146,000 3,946,000 1,200,000

１　宗務所会議費 1,500,000 1,500,000 0 宗務所会議費

２　諸委員会費 1,000,000 0 1,000,000 梅花全国大会旅費及び諸経費（R４は中止）

３　所会旅費 1,060,000 1,060,000 0 所会議員（１０万）・参与旅費（３万）

４　会議雑費 300,000 100,000 200,000 役職員会議、諸団体連絡会議等

５　負担金 1,286,000 1,286,000 0 管区負担金、管区布教師協議会、全国宗務所長会

２事業費 13,650,000 13,950,000 △ 300,000
１　現職徒弟研修費 1,500,000 1,500,000 0 現職研修（会場はホテル会議室にて）

２　所梅花講補助費 2,000,000 1,500,000 500,000
３　檀信徒研修費 1,500,000 3,000,000 △ 1,500,000 檀信徒研修宗務所負担金、役職員旅費、諸雑費

４　助成費 1,800,000 1,800,000 0 寺族会、保護司会、婦人会（各30万）

青年同志会（５０万）教区寺族会（＠2000×寺院数）

５　教化活動費 1,500,000 1,500,000 0 教化研修費、布教教化委員会、特派布教会R4は中止

６　人権研修費 4,000,000 3,300,000 700,000 移動研修、人権委員会研修会、人権補助金（１０教区分）

７　褒賞費 900,000 900,000 0 福寿会、住職30,40,50年表彰、他

８　所の便り発行費 450,000 450,000 0 所の便り発行費

３事務費 23,961,080 23,204,080 757,000
１　役員報酬 2,400,000 2,600,000 △ 200,000 所長、副所長（月10万×2人×12か月）

２　職員報酬 9,120,000 9,880,000 △ 760,000 職員 主事（月10万×4人)・書記（月12万×3人）各12か月　　　　　

３　事務研修費 700,000 700,000 0
４　実費弁償 150,000 150,000 0 実務担当者会議、移動費他

５　旅費 1,080,000 1,080,000 0 通勤手当月1万円×12か月×9名

６　通信費 700,000 700,000 0 切手、郵送費、振込料

７　所費徴収費 3,871,080 3,794,080 77,000 宗務所費×10％　宗費完納返礼各教区

８　消耗品費 400,000 400,000 0 事務消耗品

９　備品費 2,000,000 1,000,000 1,000,000 R5はPC４台、セキュリティルータリース契約等

１０印刷費 600,000 400,000 200,000 封筒印刷代、所住所録作成

１１事務所費 1,440,000 1,200,000 240,000 宗務所借用料（１２万×１２カ月）

１２電話・光熱費 800,000 600,000 200,000 電話、電気、ガス、水道、清掃費

１３雑費 300,000 300,000 0

１４福利厚生費 400,000 400,000 0 業務災害総合保険　施設賠償責任保険　等

小計 23,961,080 23,204,080
４慶弔費 900,000 900,000 0

１　慶弔費 800,000 800,000 0 祝賀、香資、生花

２　旅費 100,000 100,000 0 役職員慶弔旅費

５予備費 6,553,760 6,650,200 △ 96,440
１　予備費 1,000,000 1,000,000 0
２　臨時予備費 5,553,760 5,650,200 △ 96,440 　

６仮払金 １　預り金出金 0 0 0 預り金入金の為の科目

50,210,840 48,650,280 1,560,560

令和５年度 令和４年度 合計額
5,000,000 8,000,000 61,000,000  

　　　　令和5年度曹洞宗神奈川県第二宗務所収支予算（案）

収　入　合　計

支　出　合　計

令和5年3月27日 曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光

臨時予備金 １　臨時予備金



所 の た よ り（9）　第 35 号 令和５年９月

梅　　　花

収入予算額 3,850,000 円

支出予算額 3,850,000 円

差引額 0 円

　　自令和5年04月01日
　至令和6年03月31日

収入の部 （単位：円）

款 項 　令和5年度 　令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 予算額

１会費 １会費 850,000 1,450,000 △ 600,000 管内大会費　1,000,000円（R4実績516000円）

検定会費　　240000円（R4実績147000円）

特別研修会費  210,000円（R4実績88000円）

　

２助成金 1助成金 2,000,000 1,500,000 500,000 宗務所一般会計より

３雑収入 1雑収入 600,000 110,000 490,000 宗務庁補助金、管内大会賛助金、祝賀、添菜

４繰越金 1繰越金 400,000 900,000 △ 500,000

3,850,000 3,960,000 △ 110,000

支出の部

款 項 　令和5年度 　令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 予算額

１事業費 3,460,000 3,610,000 △ 150,000

1管内大会費 1,500,000 1,600,000 △ 100,000 鶴見大学記念ホールにて開催。会場費、記念品積立金他

2検定会費 400,000 400,000 0 R5は検定会実施予定

3研修会費 400,000 400,000 0 詠範会助成金30万　講師研修費10万

4特別研修会費 360,000 360,000 0 師範、詠範研修会（年3回）実施予定

5特派師範講習費 600,000 650,000 △ 50,000 各教区会場費+特派師範宿泊代・飲食費・交通費×2名分

6管内師範養成費 200,000 200,000 0 師範特別養成強化費

7講習会費 0 0 0 檀信徒講習会等（R5は檀信徒講習会は中止）

小計 3,460,000 3,610,000

２会議費 30,000 30,000 0

1会議費 30,000 30,000 0 所講役員会、講長会会議費

３雑費 240,000 200,000 40,000

1雑費 240,000 200,000 40,000

４予備費 120,000 120,000 0

1予備費 120,000 120,000 0

3,850,000 3,960,000 △ 110,000

管内大会特別会計

款 項 　令和5年度 　令和4年度末  令和5年度 付　　　　　　記

　積立金 　積立金 期末残高 　

１特別会計 1管内大会積立金 500,000 2,500,000 3,000,000 第50回記念大会記念品積立金として（令和６年度実施）

　　曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光

令和5年度曹洞宗神奈川県第二宗務所梅花講収支予算（案）

収入合計

支出合計

令和5年3月27日

梅　　　花

収入予算額 3,850,000 円

支出予算額 3,850,000 円

差引額 0 円

　　自令和5年04月01日
　至令和6年03月31日

収入の部 （単位：円）

款 項 　令和5年度 　令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 予算額

１会費 １会費 850,000 1,450,000 △ 600,000 管内大会費　1,000,000円（R4実績516000円）

検定会費　　240000円（R4実績147000円）

特別研修会費  210,000円（R4実績88000円）

　

２助成金 1助成金 2,000,000 1,500,000 500,000 宗務所一般会計より

３雑収入 1雑収入 600,000 110,000 490,000 宗務庁補助金、管内大会賛助金、祝賀、添菜

４繰越金 1繰越金 400,000 900,000 △ 500,000

3,850,000 3,960,000 △ 110,000

支出の部

款 項 　令和5年度 　令和4年度 増　　減 付　　　　　　記

予算額 予算額

１事業費 3,460,000 3,610,000 △ 150,000

1管内大会費 1,500,000 1,600,000 △ 100,000 鶴見大学記念ホールにて開催。会場費、記念品積立金他

2検定会費 400,000 400,000 0 R5は検定会実施予定

3研修会費 400,000 400,000 0 詠範会助成金30万　講師研修費10万

4特別研修会費 360,000 360,000 0 師範、詠範研修会（年3回）実施予定

5特派師範講習費 600,000 650,000 △ 50,000 各教区会場費+特派師範宿泊代・飲食費・交通費×2名分

6管内師範養成費 200,000 200,000 0 師範特別養成強化費

7講習会費 0 0 0 檀信徒講習会等（R5は檀信徒講習会は中止）

小計 3,460,000 3,610,000

２会議費 30,000 30,000 0

1会議費 30,000 30,000 0 所講役員会、講長会会議費

３雑費 240,000 200,000 40,000

1雑費 240,000 200,000 40,000

４予備費 120,000 120,000 0

1予備費 120,000 120,000 0

3,850,000 3,960,000 △ 110,000

管内大会特別会計

款 項 　令和5年度 　令和4年度末  令和5年度 付　　　　　　記

　積立金 　積立金 期末残高 　

１特別会計 1管内大会積立金 500,000 2,500,000 3,000,000 第50回記念大会記念品積立金として（令和６年度実施）

　　曹洞宗神奈川県第二宗務所　所長　瀬戸　良光

令和5年度曹洞宗神奈川県第二宗務所梅花講収支予算（案）

収入合計

支出合計

令和5年3月27日
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第
十
教
区
　教
区
長　

小

　泉

　俊

　彭

人
権
移
動
研
修
会

　奈
良
「
水
平
社
」
博
物
館
を
訪
ね
て

第
八
教
区

　鳳
勝
寺
　副
住
職

　

 

山

　下

　玄

　通

人
権
学
習

　

私
が
第
十
教
区
長
を
拝
命
し
て
か

ら
、
実
施
さ
れ
た
人
権
移
動
研
修
会

は
一
年
目
に
あ
っ
て
以
来
、
今
回
で

二
回
目
と
な
る
。
こ
の
間
二
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
中

止
で
あ
っ
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
第

七
波
も
落
ち
着
い
て
き
た
時
で
、
団

体
行
動
も
そ
れ
な
り
に
節
度
を
持
っ

て
行
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

十
月
二
十
四
日
朝
、
新
横
浜
駅
に

集
合
し
新
幹
線
で
京
都
へ
、
そ
こ
か

ら
貸
し
切
り
バ
ス
で
奈
良
へ
入
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
石
澤
所
長
以
下

二
十
二
名
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
は
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
、

部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
の
坂

本
憲
秀
氏
の
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
は
ホ
テ
ル
か
ら
御
所
市
柏
原

に
あ
る
「
水
平
社
博
物
館
」
へ
行
き
、

こ
こ
で
二
班
に
分
か
れ
、
博
物
館
の

案
内
人
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
館
内

見
学
と
水
平
社
設
立
に
大
き
く
か
か

わ
っ
た
場
所
を
案
内
さ
れ
説
明
を
受

け
た
。

　

水
平
社
博
物
館
の
あ
る
場
所
は
、

周
り
は
田
園
の
広
が
る
閑
静
な
所

に
あ
り
、
こ
こ
で
部
落
解
放
同
盟

が
声
を
上
げ
た
と
は
思
え
な
い
感

じ
が
し
た
。

　

館
内
案
内
で
の
説
明
を
展
示
品
と

共
に
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
部
落

差
別
の
み
で
は
な
く
、
幅
広
い
意
味

で
現
在
で
も
差
別
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
部
分
が
多
々

あ
っ
た
。

　

水
平
社
創
設
か
ら
令
和
四
年
三
月

で
百
年
と
な
る
と
言
わ
れ
た
が
、
人

権
問
題
を
始
め
と
し
て
部
落
差
別
問

題
は
未
だ
に
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
の

説
明
に
心
が
痛
ん
だ
。

　

ま
た
、
部
落
差
別
問
題
に
つ
い
て

は
学
校
で
も
教
え
な
い
と
言
わ
れ
、

現
代
社
会
の
中
で
広
が
っ
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

知
ら
な
い
間
に
様
々
な
差
別
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
考
え
さ
れ
ら
れ

も
し
た
。

　

今
回
の
人
権
研
修
に
参
加
し
て
、

一
つ
部
落
差
別
を
あ
げ
ら
れ
た
が
、

現
代
社
会
の
中
で
人
権
問
題
の
中
に

様
々
な
差
別
問
題
を
包
括
し
て
い
る

こ
と
を
思
い
起
こ
さ
れ
、
更
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
差
別
の
内
容
が
広
が
っ

て
お
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
中
で
拡

散
さ
れ
て
い
る
事
が
自
分
の
中
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
も
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
人
権
差
別
は
他
人
事
で

過
ご
し
て
い
る
部
分
が
多
々
あ
る
よ

う
に
感
じ
、
も
う
一
度
原
点
に
返
り
、

考
え
直
す
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
更
に
自
己
の
行
動
や

言
語
に
心
を
砕
い
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
二
年
が
経

ち
ま
し
た
。
震
災
発
生
時
、
ニ
ュ
ー

ス
で
流
れ
て
い
た
津
波
の
映
像
に
強

い
恐
怖
を
感
じ
た
の
を
は
っ
き
り
と

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
世
の
も
の
と

は
思
え
な
い
あ
ま
り
の
光
景
に
絶
句

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
週
間
後
、
第
四
教
区

の
御
寺
院
様
方
と
被
災
さ
れ
た
宗
門

寺
院
様
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
見

た
も
の
よ
り
遥
か
に
衝
撃
的
な
惨
状

が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
無
造
作

に
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
木
々
、
海
岸

か
ら
小
高
い
丘
の
上
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
瓦
礫
、
御
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
場
所
を
記
し
た
赤
い
印
が
、
瓦
礫

の
山
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
町
内
の
至

る
所
に
あ
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、

容
赦
の
無
い
大
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
あ
の
日
見
た
光
景
を
生
涯
忘
れ
る



所 の た よ り（11）　第 35 号 令和５年９月

第
一
教
区
　本
覺
寺
　檀
信
徒　

加
　
藤
　
文
　
江

檀
信
徒
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　

羽
田
に
集
合
し
空
路
鹿
児
島
へ
、

総
勢
39
名
が
バ
ス
二
台
に
分
か
れ
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が

ら
の
行
動
で
し
た
。
昼
食
後
、
永
平

寺
鹿
児
島
出
張
所
「
紹
隆
寺
」
へ
。

法
要
後
監
寺
老
師
の
あ
り
が
た
い
法

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
そ
の
後
指
宿

温
泉
へ
。

　

宗
務
所
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
全
員

砂
風
呂
に
入
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

荷
物
の
片
付
け
も
せ
ず
、
第
一
の
目

的
で
あ
っ
た
砂
風
呂
に
早
速
行
っ
て

み
ま
し
た
。
浴
衣
に
着
替
え
風
呂
場

へ
、
木
枕
に
頭
を
乗
せ
、
気
を
つ
け

の
体
制
を
取
っ
た
ら
、
お
構
い
な
し

に
首
か
ら
足
元
に
砂
を
掛
け
ら
れ
、

重
さ
と
熱
さ
で
十
五
分
間
。
初
体
験

で
し
た
が
何
と
か
達
成
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
長
崎
鼻
・
池
田
湖
・
知

覧
へ
。
特
攻
観
音
前
で
平
和
追
悼
法

要
後
、
全
員
で
梅
花
の
追
善
供
養
御

和
讃
を
お
唱
え
し
ま
し
た
。
そ
し
て

記
念
館
へ
。
十
七
歳
の
若
き
特
攻
隊

員
が
出
撃
前
に
家
族
等
に
送
っ
た
最

後
の
手
紙
や
遺
書
等
の
展
示
が
有
り
、

読
む
た
び
に
涙
、
涙
で
拝
見
い
た
し

ま
し
た
。
昼
食
会
場
ま
で
の
間
に
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、
特
攻
隊
員
が
出

撃
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
食
堂
の
お

か
み
さ
ん
（
平
成
四
年
四
月
二
十
二

日
亡
）
が
当
時
の
事
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
為
に
語
っ
た
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
涙
、
涙

で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
武
家
屋
敷
、
島
津
家
墓

所
を
巡
り
ホ
テ
ル
へ
。
最
後
の
夕
食

時
、
今
迄
で
し
た
ら
カ
ラ
オ
ケ
等
の

宴
会
で
し
た
が
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
有
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
開
催
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
、
仙
厳
園
か
ら
桜
島
へ
。

行
き
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
戻
る
と
き

は
陸
続
き
側
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
黒

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
人
権
学
習
に
お
い
て
、
震
災

当
時
感
じ
て
い
た
衝
撃
や
恐
怖
が
自

分
の
中
で
少
し
薄
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
感
じ
ま
し
た
。
講
演
い

た
だ
い
た
先
生
の
お
話
の
中
で
「
当

事
者
意
識
の
改
善
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
直
接
被
災
を
し
て
い

な
い
我
々
に
と
っ
て
の
十
二
年
と
、

被
災
者
の
皆
様
の
十
二
年
は
全
く
違

う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
復
興
も
ま
だ

ま
だ
半
ば
で
あ
り
、
被
災
者
の
皆
様

の
心
が
癒
え
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
宗
門
の
僧
侶
と
し
て
、
ま
た
、

一
人
の
人
間
と
し
て
何
が
出
来
る
の

か
、
後
世
に
何
を
伝
え
て
何
を
残
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
人
権
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

酢
の
郷
へ
。
酢
も
五

年
物
か
ら
十
五
年
物

ま
で
有
る
事
を
知
り
、

び
っ
く
り
。
そ
の
後

焼
酎
工
場
を
見
学
後
、

帰
路
に
。
お
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
有
り
ま
し
た

が
、
旅
行
支
援
の
対

象
に
な
り
一
部
返
金

や
ク
ー
ポ
ン
券
も
頂

戴
し
、
体
調
不
良
の

方
も
出
ず
、
楽
し
い

三
日
間
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。



所 の た よ り令和５年９月 第 35 号　（12）

第
二
教
区
　東
照
寺
　梅
花
講
員　

松
　
尾
　
美
恵
子

第
四
十
八
回
管
内
奉
詠
大
会
に
参
加
し
て

第
三
教
区
　眞
福
寺
　副
住
職　

青
　
木
　
康
　
雄

梅
花
流
特
派
講
習
会
に
参
加
し
て

　

第
四
十
八
回
管
内
奉
詠
大
会
に
於

い
て
挙
唱
司
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
、「
お
誓
い
」
の
言
葉
が
大
好

き
で
す
。
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
感

の
あ
る
言
葉
。
こ
れ
か
ら
皆
様
と
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
お
唱
え
し
ま
し
ょ

　

六
月
二
十
日
、
西
有
寺
様
に
お
か

れ
ま
し
て
、
令
和
四
年
度
梅
花
流
特

派
講
習
会
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
講
習
会
等
の
中
止

や
延
期
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

や
っ
と
人
数
を
入
れ
て
の
講
習
が
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

や
は
り
少
な
め
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
会
場
も
広
々
使
え
、
ま
た
集

中
し
た
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

講
師
の
師
範
は
近
隣
の
宗
務
所
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
宗
務
所
よ

り
鬼
頭
広
安
師
範
、
神
奈
川
第
一
宗

務
所
よ
り
水
島
博
恭
師
範
に
講
習
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
鬼
頭
師
範
に
よ
る
梅
花
流

創
立
記
念
奉
讃
御
和
讃
、
高
祖
様
の

梅
花
を
行
い
、
後
半
は
水
島
師
範
よ

り
永
光
、
追
弔
御
和
讃
と
そ
れ
ぞ
れ

二
曲
ず
つ
の
講
習
を
し
て
い
た
だ
き

張
し
て
い
た
の
で
す
。

　

私
は
、
何
よ
り
も
こ
の
役
を
頂
け

た
こ
と
と
、
経
験
を
さ
せ
て
下
さ
い

ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
人
と
し
て
基
本
的
な
、
仲
よ
い

う
と
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
く
れ

ま
す
。

　

私
は
、
お
願
い
と
い
う
言
葉
に
弱

い
よ
う
で
す
。
お
願
い
し
た
い
と
言

わ
れ
る
と
、
私
で
良
け
れ
ば
と
思
い

「
は
い
」と
答
え
て
い
る
自
分
が
い
て
、

後
悔
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
び

は
、
大
丈
夫
か
な
と
思
い
な
が
ら
、

お
願
い
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
当
日
ま
で
喉
の
調

子
に
気
を
遣
い
、
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
何
と
か
成
功
し
た
。
と
思
い
ま

し
た
が
、
退
場
す
る
と
き
足
の
運
び

が
ロ
ボ
ッ
ト
の
様
に
ガ
ク
ガ
ク
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
無
事
に
終
わ
り

安
堵
し
た
も
の
の
、
一
日
半
経
っ
て

失
敗
し
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
夜
中
で
す
。
目
が
覚
め
ま
し

た
。「
お
誓
い
」
の
三
文
言
が
抜
け
て

い
た
の
で
す
。
い
き
な
り
「
私
達
は
」

か
ら
始
ま
っ
て
し
ま
い
、皆
様
も
ビ
ッ

ク
リ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
ん

で
も
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と

反
省
し
ま
し
た
。
や
は
り
か
な
り
緊

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
講
員
数
の
減
少
や

活
動
の
縮
小
が
話
題
に
挙
が
り
、
今

後
も
師
範
の
方
々
の
研
鑽
や
活
動
が

よ
り
重
要
に
、
ま
た
活
動
の
場
も
広

げ
て
い
か
な
く
て
は
と
も
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
だ
な
か
な
か
大
勢
を
呼

ん
で
の
講
習
が
難
し
い
中
、
今
ま
で

も
そ
う
で
し
た
が
何
が
必
要
で
何
に

変
化
が
必
要
か
を
再
考
す
る
機
会
が

持
て
ま
し
た
。

　

講
師
の
鬼
頭
師
範
、
水
島
師
範
、

そ
し
て
宗
務
所
の
方
々
も
お
疲
れ
様

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

生
活
、
明
る
い
世
の
中
、
こ
の
言
葉

を
大
切
に
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て

生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



所 の た よ り（13）　第 35 号 令和５年９月

第
九
教
区
　寶
光
寺
　寺
族　

宮
　
﨑
　
か
え
子

寺
族
会
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

「
第
七
波
」
も
落
ち
着
い
て
き
た
十
月

三
十
一
日
、
三
年
ぶ
り
の
寺
族
会
研

修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
た
朝
の
集
合
場
所
で
は
、

マ
ス
ク
越
し
の
溢
れ
る
笑
顔
で
寺
族

の
皆
様
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
喜
び

ま
し
た
。

　

初
め
に
豊
川
稲
荷
東
京
別
院
へ
参

拝
い
た
し
ま
し
た
。
あ
の
有
名
な
豊

川
稲
荷
さ
ん
の
別
院
が
何
故
赤
坂
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
由
来
は

時
代
劇
『
大
岡
越
前
』
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
大
岡
越
前
守
忠
相
公
が
、
ご

分
霊
を
自
宅
に
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま

り
だ
そ
う
で
す
。
江
戸
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
、
今
も
な
お
名
奉
行
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
方
が
、
深
く
信
仰

し
て
い
た
の
か
と
思
う
と
感
慨
深
い

も
の
で
す
。
本
殿
で
は
御
祈
禱
し
て

頂
き
ま
し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。
境
内
に
は
一
度
に
七
福

神
め
ぐ
り
も
で
き
て
、
楽
し
い
散
策

と
な
り
ま
し
た
。

　

山
門
前
で
の
集
合
写
真
の
後
、
国

宝
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
へ
向
か
い
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
宮
殿
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
眩
い
ほ
ど
の
本
館
は
明
治
の

建
築
物
で
す
。
こ
こ
か
し
こ
に
日
本

の
技
術
、
芸
術
を
感
じ
る
部
分
が
あ

り
、
中
で
も
「
花
鳥
の
間
」
で
は
、

明
治
時
代
に
日
本
画
家
と
し
て
始
め

て
パ
リ
へ
渡
っ
た
渡
辺
省
亭
の
花
鳥

画
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
七
宝
焼
が
壁

に
装
飾
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
見
事

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
「
羽
衣
の
間
」

で
は
、
謡
曲
『
羽
衣
』
を
モ
チ
ー
フ

に
天
井
画
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
天
女
は
描
か
れ
て
な

く
、
そ
こ
に
集
う
淑
女
た
ち
が
天
女

と
し
て
見
立
て
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
う
説
明
し
て
い
た
だ
い
た

ガ
イ
ド
の
方
に
「
今
日
は
皆
様
が
天

女
で
す
ね
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
見
ど
こ
ろ
沢
山
の
迎
賓
館
に

後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
も
、
上
野

の
老
舗
伊
豆
栄
さ
ん
で
う
な
ぎ
御
膳

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
終
目
的
地
の
国
立
競
技

場
へ
。
私
に
と
っ
て
は
二
〇
二
〇
年

元
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
天
皇
杯

観
戦
以
来
の
再
訪
で
し
た
。
当
時
の

私
は
、
満
席
状
態
に
見
え
る
客
席

の
斬
新
な
配
色
に
感
心
し
た
も
の
で

す
。
今
と
な
っ
て
は
東
京
二
〇
二
〇

の
無
観
客
を
想
定
し
て
い
た
か
の
よ

う
で
す
が
、
あ
れ
か
ら
日
常
生
活
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
は
誰
が

想
像
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回

は
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
と
い
う
こ
と

で
、通
常
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
ロ
ッ

カ
ー
ル
ー
ム
や
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ア
ス

リ
ー
ト
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
日
寺
族
の
皆
様
と
ご

一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
人
と
楽

し
く
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
つ
く

づ
く
感
じ
る
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
役
員
の
皆
様
に
は
色
々
と
お
世

話
に
な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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寺
族
会
会
長
　宗
賢
院
　寺
族　

瀬
　
戸
　
み
ど
り

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

婦
人
会
会
長
　龍
福
寺
　寺
族　

福
　
井
　
由
香
里

婦
人
会
に
つ
い
て
　
あ
れ
こ
れ

　

宗
務
所
管
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
寺
族
会
へ
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
寺
族
会
会
則
に

従
い
本
年
四
月
二
十
日
の
総
会
に
お

い
て
神
奈
川
県
第
二
宗
務
所
寺
族
会

会
長
を
四
年
間
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
七
教
区
宗
賢
院
寺
族
瀬
戸

み
ど
り
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

会
長
さ
ま
を
は
じ
め
本
部
役
員
の

方
々
の
ご
尽
力
と
成
果
を
引
き
継
ぎ

少
し
ず
つ
で
も
着
実
に
貢
献
で
き
る

よ
う
鋭
意
、
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
在
家
か
ら
お
寺
に
嫁
ぎ
一
昨

年
、
真
珠
婚
（
三
十
年
）
を
迎
え
ま

し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
か
っ
た

私
も
気
が
つ
け
ば
長
い
年
月
が
経
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
私
に
こ
の
よ

う
な
お
役
が
・・・
と
正
直
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
色
々
な
方
と
の
出

会
い
や
学
ぶ
事
が
で
き
る
良
い
き
っ

か
け
と
捉
え
ま
し
た
。

　

総
会
時
に
も
温
か
い
励
ま
し
を
賜

り
大
き
な
支
え
と
な
り
有
り
難
く
、

思
い
を
新
た
に
し
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

五
類
感
染
症
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
さ
れ

　

婦
人
会
は
、
正
式
に
は
『
曹
洞
宗

神
奈
川
県
第
二
宗
務
所
婦
人
会
』
と

い
い
、
登
録
さ
れ
た
各
寺
院
婦
人
会

会
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
宗
務
庁
の

曹
洞
宗
婦
人
会
と
も
連
携
し
て
い
ま

す
。
会
で
は
寺
族
と
檀
信
徒
が
一
緒

に
な
っ
て
活
動
し
、
そ
の
際
に
は
全

員
が
「
曹
洞
宗
婦
人
会
」
の
輪
絡
子

を
着
用
致
し
ま
す
。

　

婦
人
会
の
経
緯
は
、
平
成
十
六
年

十
月
に
横
浜
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
で
実

施
さ
れ
た
関
東
管
区
研
修
会
（
こ
の

時
は
宗
務
所
寺
族
会
が
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
実
施
）
が
切
っ
掛

け
と
な
り
、
平
成
十
七
年
四
月

に
宗
務
所
婦
人
会
設
立
の
お
願

い
が
出
さ
れ
、
六
月
に
設
立
総

会
を
開
催
し
、
役
員
会
が
組
織

さ
れ
て
婦
人
会
活
動
が
ス
タ
ー

ト
。
翌
十
八
年
四
月
に
は
第
一

回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
春
か
ら
は
、
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活

動
休
止
状
態
と
な
り
、
大
切
な

活
動
で
あ
る
絵
本
作
り
の
会
も
、

一
昨
年
は
配
送
形
式
で
実
行
し
、

昨
年
は
よ
う
や
く
宗
務
所
に
於

い
て
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
、

役
員
一
同
安
堵
致
し
ま
し
た
。

　

三
年
連
続
の
書
面
総
会
を
経

て
、
本
年
五
月
十
五
日
に
短
縮

の
午
後
開
催
で
し
た
が
、
第

な
い
状
況
に
お
い
て
、
当
面
は
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
対
応
を
堅
実
に
実
施
し
つ

つ
、
寺
族
会
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

普
段
お
忙
し
い
ご
寺
族
さ
ま
の
繋
が

り
を
深
め
、
情
報
交
換
が
で
き
る
親

睦
会
や
心
や
知
識
が
豊
か
に
な
る
よ

十
八
回
目
の
総
会
と
長
寿
院
住
職
篠

原
鋭
一
老
師
に
よ
る
講
演
も
無
事
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
出
席
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
菅
原
前
会
長
並
び
に
役
員
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
本
年
は
役
員
の
任
期
の
年
で

も
あ
り
、
総
会
に
て
改
選
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
継
続
組
と
新
加
入
組
と
で

全
役
員
十
二
名
で
す
。
今
後
も
現
況

を
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
活
動
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
な
勉
強
会
な
ど
を
役
員
の
方
々
と

共
に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
役
員
の
方
々
も
と
て
も

誠
実
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
下

さ
っ
て
お
り
心
強
い
限
り
で
す
。
こ

の
ご
縁
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

勉
強
不
足
や
至
ら
な
い
所
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご

理
解
と
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合　

掌
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会
　
長
　
桑
　
山
　
あ
お
い

　

令
和
五
年
度
よ
り
詠
範
会
会
長
を

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
、
桑
山
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

梅
花
を
習
い
始
め
た
頃
は
た
だ
、

た
だ
曲
を
覚
え
る
の
に
一
生
懸
命
で

し
た
が
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
先
輩

や
お
仲
間
と
共
に
楽
し
く
勉
強
さ
せ

て
頂
い
て
こ
こ
ま
で
来
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

詠
範
の
活
動
を
通
じ
て
大
本
山
總

持
寺
で
ご
和
讃
、
ご
詠
歌
を
お
唱
え

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
こ
の
私
自

身
も
お
釈
迦
さ
ま
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
ご
縁
に
よ
っ
て
今
こ
こ

に
存
在
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
管
内
大
会
や
検
定

の
お
手
伝
い
の
折
り
に
も
梅
花
講
の

講
員
の
方
々
と
親
し
く
和
や
か
な
時

間
を
持
つ
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

梅
花
講
の
講
員
さ
ん
や
詠
範
の
皆

様
と
梅
花
流
詠
讃
歌
を
お
唱
え
す
る

あ
り
が
た
さ
を
よ
り
深
く
味
わ
え
ま

す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　

合　

掌

副
会
長
　
大
　
澤
　
公
　
子

　
「
チ
ャ
ン
ス
」
微
笑
会
（
初
心
者
講

習
会
）
が
発
足
し
た
の
は
平
成
十
七

年
、
わ
が
教
区
は
参
加
者
が
無
く
、

本
部
役
員
だ
っ
た
役
員
二
名
で
仕
方

な
く
参
加
し
ま
し
た
。
福
田
先
生
ご

指
導
の
お
陰
で
御
詠
歌
が
楽
し
み
に

な
り
、
今
で
は
寺
族
と
し
て
、
と
て

も
良
か
っ
た
と
感
謝
で
す
。

副
会
長
　
石
　
井
　
万
　
里

　

梅
花
と
出
会
っ
て
か
ら
早
六
十
年
。

梅
花
が
大
好
き
だ
っ
た
母
の
三
宝

御
和
讃
を
子
守
歌
の
よ
う
に
聞
い
て

育
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
何
年
か
離
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
七
年
、
基
礎
か
ら
教

え
て
頂
く
機
会
に
恵
ま
れ
福
田
先
生

を
は
じ
め
諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
も

と
、
研
鑚
を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。

学
ぶ
程
に
奥
深
く
、
迷
子
に
な
る
事

も
出
来
な
い
事
も
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
回
こ
う
し
て
詠
範
会
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

役
員
の
み
な
さ
ま
と
協
力
し
て
、

お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

書
　
記
　
梅
　
田
　
美
　
也

　

何
も
わ
か
ら
な
い
私
に
、
根
気
よ

く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
先

輩
方
に
少
し
で
も
御
恩
を
返
せ
る
よ

う
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
ま
す
。

書
　
記
　
中
津
川
　
香
　
澄

　

梅
花
に
出
会
っ
て
、
は
や
十
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
私
が
始
め
て
お
稽

古
し
た
の
が
紫
雲
で
、
そ
の
お
唱
え

の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
に
戸
惑
っ
た
事

を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

挫
折
し
な
い
で
続
け
ら
れ
た
事
、
お

誘
い
下
さ
り
指
導
し
て
下
さ
っ
た
恩

師
と
の
出
会
い
に
感
謝
で
す
。　
　

会
　
計
　
上
　
形
　
ひ
ろ
み

　

役
員
二
期
目
で
す
。
詠
範
会
の
良

い
と
こ
ろ
は

①
素
晴
ら
し
い
師
範
の
先
生
の
ご

指
導

②
先
輩
や
大
勢
の
仲
間
と
と
も
に

学
べ
る

③
講
員
さ
ん
と
向
き
合
う
た
め
の

自
信
に
つ
な
が
る

④
楽
し
い
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
　
計

　
宮
﨑
　
か
え
子

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
御

詠
歌
の
有
難
み
、
深
み
、
楽
し

み
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
先
輩
方
が
築
い
て
き
た

詠
範
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

皆
様
の
楽
し
み
の
お
手
伝
い
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詠
範
会
た
よ
り

二月箱根宿泊研修

初心者講習会随時募集中

詠範会では梅花をはじめたい
寺族の方を募集しています
詳しくは裏表紙をご覧ください
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令
和
五
年
六
月
に
教
区
長
の
交
代

が
あ
り
、
宗
務
所
の
体
制
も
整
い
ま

し
た
。
四
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
今
号
で
は
前
宗
務
所

に
よ
る
活
動
を
中
心
に
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
新
型
感
染
症

の
流
行
に
よ
っ
て
行
動
制
限
が
あ
る

中
で
の
活
動
は
ご
苦
労
も
多
か
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
四
年
間
の
奉
職

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

松
尾
芭
蕉
の
言
葉
に
「
不
易
流
行
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
を

踏
ま
え
つ
つ
、
一
方
で
新
し
い
も
の

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
意
味
で
す
が
、
寺
院
の
活
動

で
も
曹
洞
宗
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、

今
、
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

を
常
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
不
要

不
急
」
の
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
今
、
必
要
な
活
動
と

は
何
か
、
そ
の
活
動
を
行
う
意
味
は

何
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
実
施
す

べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
務
所
で
の
活
動
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
て
得
た
様
々
な
智
慧

を
活
か
し
、
有
意
義
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
化
主
事　

舘　

盛

　

福
寿
会
（
七
十
歳
以
上
の
諸
老
師
方

を
お
祝
い
す
る
会
）
が
十
一
月
二
十
八

日
に
横
浜
ベ
イ
シ
ュ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
に

て
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
諸
老
師
を
は
じ
め
宗
議
会
議
員
老

師
、
教
区
長
老
師
、
宗
務
所
役
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
久
し
く
お
会
い
し
て

い
な
い
諸
老
師
に
お
会
い
で
き
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

福
寿
会

 

初心者講習受講生より 

🌸🌸６０の手習いで御詠歌はじめました。習い初めて半年たちましたが 

  月 1 回のお稽古を楽しみながらお勉強しております。    R.Y. 

🌸🌸お稽古を初めて 9 か月間まだまだ進歩のない状況でございますが 

これからも頑張ってお稽古に伺いたいと思います。   荒原純子 

連絡先 書記 観音寺 梅田美也 045-811-1405 


